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コウビロヒライソモドキ Ptychognathus ins-

olitus Osawa and Ng, 2006 は，モクズガニ科ヒ

ライソモドキ属に属するカニ類の一種である．

本種は，これまでに台湾と日本から分布が知ら

れ（李，2015），国内では奄美大島，沖縄島お

よび伊是名島のみから記録されてきた（Osawa 

and Ng，2006）．さらに，これらの地点ではい

ずれも小河川の河口や海岸の地下水湧出口付近

に堆積した中礫（粒径 4－64mm の鉱物粒子）

の間隙という限定的な環境から得られてきた

（Osawa and Ng，2006；李，2015）ため，生

息環境の規模は小さく，人為的な攪乱に対して

脆弱だと考えられている（前之園・大澤，2017）．

また，上記の環境をはじめとした「沿岸の礫間

隙」環境は近年まで生物多様性上注視されてこ

なかった（和田，2022）ため，保全を考える上

で本来必須な生物の分布や生息実態に関する情

報すら極めて乏しい現状にある． 

今回，著者らは高知県土佐清水市を流れる貝

ノ川川の河口に堆積した中礫の間隙環境からコ

ウビロヒライソモドキを 2 個体得た．この結果

は本種の四国島からの初記録となると同時に，

少なくとも，標本に基づく分布の北限を更新す

るものでもある．そのため，ここに生息環境情

報とともに報告する． 

 

材料と方法 

 

調査は 2026 年 7 月 15 日に高知県土佐清水市

を流れる貝ノ川川の河口にて 1 人で干潮時の約

1 時間の間に行った．得られたカニ類は活かし

たまま実験室に持ち帰った．その後，氷冷麻酔

し，生鮮時写真を撮影した後に 70 %エタノール

中に保管した．標本の体サイズの指標として，

甲長（carapace length：cl）と甲幅（carapace 

width：cw）をノギスにより 0.1mm の精度で計

測した．本研究で使用した標本はすべて神奈川

県立生命の星・地球博物館に甲殻類標本資料

ISSN 0912-0114  

南予生物研究会  

－since 1984－ 

Ryunosuke Yamashita*, Uchu Yamakawa. 2026. Northernmost record of a brackish crab, 

Ptychognathus insolitus Osawa and Ng, 2006 (Malacostraca: Decapoda: Varunidae) from Ko-

chi Prefecture in Shikoku Island, western Japan. NANYOSEIBUTSU, 22: 38–43. 
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（KPM-NH）として登録されている．なお，同

資料には標本番号としてゼロを含む 7 桁の数字

が与えられているが，本研究ではその内有効な

下 4 桁のみを示した．また，本種が得られた地

点から環境水を持ち帰り，実験室でフィールド

型ポータブル水質計（D-210，HORIBA）により

塩分を計測した． 

なお，後述のとおり，本研究で得られた個体

は既往研究で報告された標本よりも小型である

ことから，形態による同定を補強すべく，ミト

コンドリア DNA の COI（cytochrome c oxidase 

subunit I）配列を用いた DNA バーコーディン

グを行った．DNA 解析用試料として歩脚内の筋

肉を用いた．抽出は DNeasy Blood & Tissue Kit

を用いて，メーカーのプロトコルに従って実施

し，最終的に 50μL の DNA 溶液を得た．PCR

反応液は全量 20μL で KOD FLEX® PCR 

Master Mix を 10μL，10μM のフォワードプラ

イマー［M13f-Crab-CO1-0022f1，M13f-Crab-

CO1-0022f2，M13f-Crab-CO1-0022f3（以上 3

種を等量混合）（Yoon et al.，2025）］および

リバースプライマー［M13r-Crab-CO1-0772r1，

M13r-Crab-CO1-0772r2（以上 2 種を等量混合）

（Yoon et al.，2025）］をそれぞれ 1.0μL，DNA

溶液を 2.5μL，滅菌済み Milli-Q 水を 5.5μL 含

む．PCR 反応の温度サイクルは Yoon et al.

（2025）に従った．PCR 反応の成否やコンタミ

ネーション有無の確認および精製ならびに配列

決定の方法は山下・京谷（2026）と概ね同様で

あるが，アミノ酸に翻訳することで，得られた

配列が偽遺伝子由来のものではないかについて

も確認した．本研究で新たに決定した配列はい

ずれも GenBank に登録されている．DNA バー

コーディングは NCBI の Nucleotide BLAST に

より，GenBank データベース上の配列から今回

決定した配列と類似するものを検索して，それ

らとの一致度を評価することで行った． 

 

 

 

 

 

 

結果および考察 

 

モクズガニ科 Varunidae H. Milne Edwards, 

1853 

ヒライソモドキ属 Ptychognathus Stimpson, 

1858 

コウビロヒライソモドキ Ptychognathus ins-

olitus Osawa and Ng, 2006（図 1） 

 

検討標本  

高知県土佐清水市貝ノ川 貝ノ川川河口左

岸：KPM-NH 5970，♂，3.2mm cl，4.4mm cw；

KPM-NH 5971，♂，2.7mm cl，3.8mm cw，2026

年 7 月 15 日，移植用こて，山下龍之丞採集． 

 

登録塩基配列  

COI：LC944225（バウチャー標本：KPM-NH 

5970），LC944226（バウチャー標本：KPM-NH 

5971）． 

 

同定  

上記の 2 標本はいずれも甲の側縁はやや張り

出す；前側縁には鈍い眼窩外歯と極めて痕跡的

な 1 つの切れ込みをもつ．第 3 顎脚は左右で閉

じた際にも，互いの間に隙間がある；長節は長

さより幅が広く，側方先端は強く張り出す；外

肢の幅が広い（ただし，内肢の座節よりはわず

かに幅が狭い）．以上の形態形質をもつことか

ら，Poore and Ahyong（2023）に従い，ヒライ

ソモドキ属 Ptychognathus Stimpson, 1858 に

同定された．さらに，甲は幅広い長方形状（cw

は cl の 1.4 倍）；眼上縁（supraorbital margin）

は額縁（frontal margin）とほぼ平行である．オ

スの鉗脚の掌部外面には，可動指基部付近に軟

毛房がある．歩脚はいずれも細長く，指節と前

節に長毛をもつ．オスの第 1 生殖肢は太く，外

側へわずかにカーブする；先端のキチン質部も

太い．以上の形態形質をもつことから Osawa 

and Ng（2006）ならびに Hsu et al.（2022）に

従い，コウビロヒライソモドキに同定された． 

 

DNA バーコーディング  

上記の 2 標本の COI 配列（716 bp）を決定で 
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図１．高知県の貝ノ川川から新たに採集されたコウビロヒライソモドキ Ptychognathus insolitus の生鮮時写真．

A，B：KPM‐NH 5970（3.2mm cl，4.4mm cw）；C，D：KPM‐NH 5971（2.7mm cl，3.8mm cw）．

A，C：背面観；B，D：腹面観． 

 

きた．これら 2 標本の BLAST 検索の結果，い

ずれも台湾産のコウビロヒライソモドキの配列

（accession number：MW000774 または MW 

000775）が最上位にヒットし，一致度は 99.3－

99.5%（塩基置換数：3－5，ギャップなし）であ

った．それらに次いで，同属の P. sakaii Hsu, 

Shih and Li, 2022 の配列（accession number：

MW000787）がヒットし，一致度は 87.6－87.7%

（塩基置換数：78－79，ギャップなし）であっ

た．ゆえに，決定した 2 配列は，いずれも台湾

産コウビロヒライソモドキの配列との間の差異

が，他の同属他種の配列との間の差異と比較し

て極めて乏しく，塩基置換自体がほぼみられな

かった．以上から，DNA バーコーディングの結

果も，上記の標本がコウビロヒライソモドキに

同定されることを支持しているといえる． 

 

生息環境 

 今回，高知県においてコウビロヒライソモド

キが得られたのは，干潮時に川幅が 10m 以下と

なる小河川の河口域であった（図 2）．本種はそ

の中でも中礫（正確な粒径は未計測ではあるが，

少なくとも 4－64mm の粒子）が堆積し，陸域

からの地下水の湧出がみられる地点（正確な水

温は未計測であるが，採集時には湧水のために

周囲よりも明確に水温が低いことが，触覚的に

確認された）にて，底質を掘削した中から得ら

れた．干潮時に同地点から採取した環境水の塩

分は、実験室での測定において 18psu であった．

同所的には，タイワンヒライソモドキ P. ishii 

Sakai, 1939 やヒメヒライソモドキ P. capillidi-

gitatus Takeda, 1984，盲目のヨコエビ類，ヒイ

ロナガミミズハゼ Luciogobius sp. 14 sensu 

Shibukawa et al., 2018 またはナガミミズハゼ

未同定種 2 L. sp. 16 sensu Shibukawa et al., 

2018 と考えられるミミズハゼ属魚類（極めて細

長い体型や透明感が強い赤橙色の体色，不対鰭

の基底長がナガミミズハゼ種群の中では比較的 
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図２．本研究でコウビロヒライソモドキ Ptychognathus insolitus が新たに採集された高知県貝ノ川川の景観 

 

長く，鰭条数が多いことから判断）などが観察

され（いずれも標本は未確保），特にタイワンヒ

ライソモドキとヒメヒライソモドキはともに甲

幅 10mm を超えるものを含む 10 個体以上が確

認でき，個体数密度が高かった．なお，総調査時

間のうち，30 分程度は，同地点付近の地下水の

湧出がみられない場所や礫が砂泥や細礫で目詰

まりした場所，大礫の直下などにおいても調査

を行ったが，それら環境からはコウビロヒライ

ソモドキは得られなかった． 

 

分布  

これまでにコウビロヒライソモドキは台湾

（花蓮県，屏東県，台東県）および日本から知ら

れてきた（Osawa and Ng，2006；李，2015；

Hsu et al.，2022）．日本からはこれまでに鹿児

島県の奄美大島，沖縄県の沖縄島および伊是名

島から標本に基づいて記録されてきた（Osawa 

and Ng，2006）．なお，豊田ほか（2019）は八

丈島からも本種が記録されていると述べている

が，その論拠となる文献や標本は示されておら

ず，実体が不明である．また，全国の博物館・大

学・研究機関が所蔵する自然史標本のデータベ

ースであるサイエンスミュージアムネット上に

も八丈島産のコウビロヒライソモドキの標本デ

ータは登録されていない（サイエンスミュージ

アムネット．https://science-net.kahaku.go.jp/ 

search/：2026 年 9 月 14 日参照）．そのため，

本研究では暫定的に上地域を分布に含めなかっ

た．本研究によりはじめて四国島および高知県

から得られた．  

 

備考  

分布の項で示した通り，コウビロヒライソモ

ドキはこれまでに奄美大島以南の地域からのみ

標本に基づいて記録されてきた．そのため，今

回，高知県の土佐清水市から得られた結果は，

本種の四国島からの初記録ならびに少なくとも

標本に基づく分布の北限を更新するものとな

る． 

今回およそ 1 時間という少ない努力量ではあ

るものの，同属のタイワンヒライソモドキやヒ

メヒライソモドキは成体と考えられるものを含

め 10 個体以上が確認できた一方で，コウビロヒ

ライソモドキはわずか 2 標本しか得られなかっ

た．さらに，得られた標本の体サイズも 2.7－
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3.2mm cl，3.8－4.4mm cw と本種の既知の最大

サイズ（9.5mm cl，13.9mm cw）（Osawa and 

Ng，2006）と比較すると極めて小さい．これら

のことは，今回出現した個体が最近に別地域か

ら分散してきたことを示唆している．同属のタ

イワンヒライソモドキならびにヒメヒライソモ

ドキは和歌山県田辺市の富田川において，加入

時期に関わらず，一度以上の越冬を経験してい

る個体は夏季に少なくとも 5.0mm cw を超えて

いるとされる（Fukui and Wada，1986）．この

事例は本研究の個体も同年の春季以降に採集地

へ加入した可能性を示している．ただし，同属

他種の事例が高知県産のコウビロヒライソモド

キに必ずしも適用できるとは限らないため，現

時点では本種が採集地で越冬・再生産できてい

るか不明である．一方で，調査地域である四国

南西部では，気温や海水温の上昇に伴い，多様

な熱帯・亜熱帯性生物が近年越冬するようにな

った可能性が指摘されている（例えば橘ほか，

2024；山川ほか，2025；山下・京谷，2026）．

このことを考えると，今後，本種が同地域にお

いて越冬や定着（ここでは再生産を行い，同地

域内だけで安定的な世代交代を行うことを指

す）を行う可能性も否定できない．今後は，同地

域で周年的な調査を行い，本種の出現状況のモ

ニタリングが求められる． 

今回，本種は小河川の河口に堆積した礫の間

隙環境からのみ得られたが，他の既知産地でも

同様の環境から得られている（Osawa and Ng，

2006；李，2015）．そのため，本種の生息には

これら①小河川河口域における淡水流入あるい

は湧水の存在，②本種が潜行できるような目詰

まりせず堆積した礫という環境条件が重要な可

能性が高い．しかし，このような河川内に目詰

まりせずに堆積する礫環境は本研究で対象とし

たものよりも規模が大きな河川においても脆弱

であり，砂泥の堆積により容易に損なわれるこ

と（金川ほか，2020）や，そもそも生物多様性

上重視されてこなかったため（和田，2022）に，

人間による開発により消失または規模が縮小し

やすいことが指摘されている（例えば金川・板

井，2009；武藤，2026）．それゆえ，今後も同

地域への本種の加入を維持するためには，上記

の環境要素が損なわれることがないよう注視す

る必要がある． 
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